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ムペンバ効果とは…

1963年にエラスト・B・ムペンバによって発⾒された、
⾼温の⽔の⽅が低温の⽔よりも早く凍るという現象。
しかし、ムペンバ効果が起こるかどうかは曖昧であり、
起こる理由も解明されていない。



1、本当にムペンバ効果は起こるのか

2、起こるとしたら、なぜ起こるのか



⽅法

u①60度、40度、常温の⽔を50mlずつ⽤意する

u②⽤意した⽔を冷凍庫に⼊れ、凍るまで（⽔温が0
度になった瞬間を凍ったとする）の時間を計測す
る。

u③それぞれの温度で10回ずつ実験する。



結果

u 常温（21度）

u 40度

u 60度



考察

①常温の⽔の⽅が40度、60度の⽔よりも早く0度に達
した。

②⾼い温度の⽔の⽅が低い温度の⽔よりも、0度まで
温度を下げた時に、氷の量が多かった。



結論

u今回の⽅法では、ムペンバ効果は⾒られなかった
ため、ムペンバ効果が起こる理由を解明すること
が出来なかった。しかし、40度、60度の⽔に過冷
却が起きたことから、温度が⾼い⽔の温度の低下
が激しいことが分かった。



展望

今回残念ながら、ムペンバ効果を⾒ることが出来なかった
ので、今度研究する時は温度や冷却の仕⽅を変えて、ムペン
バ効果が起こる条件について研究したい。
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ご清聴ありがとうございました


